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日本の現状の一部（人口推移）



日本の現状の一部（世界競争力ランキング）

※日本はアジア圏14カ国中11位という順位となっている。。。



若者の現状の一部（幸福度ランキング）

高校生を対象にした自己肯定感についてのデータも諸外国と比較しても低い状況にある。
また、親に権威を認めるかという調査に関しても、著しく低い結果となっている。
つまり、現在の日本国は、家庭が空洞化し、学校教育にも歪な捻れが起こりつつあり、景気も停滞している状況下も相まって
子どもから大人までの幸福感と自己肯定感が低下している原因とも考えられる。

G7の中では最下位・・・



スマホの脅威

コミュニケーション能
⼒の低下

安易な情報（誤情報）

⽂字の暴⼒



仮に⾃分の近くに危険が迫っていても、このような状態では、それを察知することができなくなってきている。
平和ボケともいうのか・・・

このように危機管理能⼒やコミュニケーション能⼒の低下なども含め、隣の⼈の表情すら把握できていない状況は
異常であると考える。
そもそも備わっている⼈間の「感度」が低下してきているのは否めない。

世の中の現状の一部



スポーツの重要性

※OODA・・・アメリカ空軍のジョン・ボイドが、見る＞わかる＞決める＞動くのサイクルを提唱したもの。
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10才 12才 14才 16才 18才 20才 22才 24才 26才〜

レギュラー・控えなどが明
確であり、⾃⾝現在地を理
解できる

⾃分に合った勝ち⽅を探
す習慣が⾝に付く

どの環境に⾝を置くことで
⾃⾝を成⻑させられるかを
知っている



身体が大きいだけ

プロ野球選手？無理、無理

あそこの家族は変わっているよね

勘違いしている
無駄な努力してるよね

もっと楽しまないとダメだよ

気持ちが優しいからプロ向きじゃない

協調生がないよね

体格に恵まれていよね

能力が抜けていた

家族のサポートがすごかった！

自分を持っていたよね

毎日走っていたもんね

真剣に取り組んでいた

人間性が重要なんだ

野球のことを24時間考えている



・無視、賞賛、避難

・練習量＜戦略（ID野球）

・歴史から紐付ける

・長時間のミーティング

・闘志むき出し（戦闘集団）

・心理戦（人心掌握術）

・休日なし

・陣頭指揮

・常識外の練習量

・役割重視（コーチなど）

・原理原則重視（基本重視）

・守、破、離



・ID野球の申し子

・論理的思考

・勝負への執着心（真剣さ）

・抜群の洞察力

・打てるショートの第一人者

・感性の鋭さ

・気遣いの人（配慮・感謝）

・親分肌

・守備職人

・抜群のリーダーシップ

・規律（秩序）遵守

・勉強家（努力の天才）
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ポイントは、『相手の欲を理解し把握すること』と『変化しようとしたタイミングでの
声がけ』となる。
人間は、決定的な失敗体験か比較的な成功体験を基準として、自身をどの方向へ変化させるのか、またはこのまま
で良いのかを判断する。
指導者（先生）としては、一時的に魚を与えるのではなく、魚の釣り方を教えることが重要
で、そこには、あらゆるリスクを取る（受け入れる）覚悟も必要となってくる。
現象に対してリアクションし過ぎるのではなく、原因を追究することが重要である。



時間の活用方法

～あらゆる人に平等に与えられたもの～

2 4H

睡眠
7 H

練習
4 H

試合
3 . 5 H

風呂・食事
2 . 5 H

？？
7 H

24時間を可視化してみることで、いかに余剰時間の活用方法を誤っているかが理解できる。
この余剰時間の使い方こそ、他者（ライバルなど）との“差”を埋めるポイントになるかを早い段階で認識したい。

『お前が本気で1流選手になりたいと考えているなら、3年間、毎日、他人の倍、野球のことを考えろ』
『俺は他者よりも才能がないことに気付いから、毎日、野球のことを考え、鍛錬することを欠かさなかった』



戦い方①

先頭集団ってきつい、、、 トップ選手の気配（息遣い）

Q.この状況（環境）から得られることは？

①ラクな方を選択しない（走るのをやめない）⇨一旦休憩をしないこと（その間にあっという間に置いていかれる）
②トップ（1流）の思考や考え方を感じることができる
③苦しくても、その場所に居続けることの重要性を獲得できる⇨3年続けることにもつながる

これを理解し獲得することで、例えその競技で成功しなくても、他の世界でも十分通用する人材になる



戦い方②
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功ある者より、功なき物を集めよ

弱肉強食（実力社会）ではなく、適者生存の世界

我慢は不要だが、忍耐は必要


